
　

大
阪
府
立
枚ひ

ら

方か
た

高
校
は
、
２
０
０
７
年
度
頃
か
ら
段

階
的
に
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
徒
指
導
だ
。
以
前
は
、

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
と
い
っ
た
文
化
が
強
く
、

体
育
祭
や
文
化
祭
と
い
っ
た
行
事
に
は
全
生
徒
が
熱
心

に
取
り
組
む
半
面
、
遅
刻
が
目
立
ち
、
授
業
態
度
に
も

課
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
入
学
後
に
成
績
が
低

下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
地
域
か
ら
も
厳
し
い
目
で
見

ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
生
徒
部
の
教
師
が
毎

朝
正
門
に
立
っ
て
登
校
し
て
く
る
生
徒
に
声
を
か
け
る

な
ど
、
き
め
細
か
に
指
導
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

２
～
３
年
ほ
ど
で
遅
刻
が
大
幅
に
減
り
、
授
業
態
度
も
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P R O F I L E

生
徒
の
変
化
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

教
師
の
連
携
が
強
ま
っ
た

３
年
間
を
見
通
し
た
指
導
で
、

生
徒
の
学
習
習
慣
の
定
着
と

進
路
意
識
の
向
上
を
図
る

大
阪
府
立
枚ひ

ら

方か

た

高
校

進
路
指
導
・
大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応

変革のステップ

• 遅刻が目立つなど、生徒の生活面に課題があった。
また、入学後の生徒の学力に低下傾向が見られた

背景と課題

実践内容

成果と展望

•正門での声かけ指導　教師が毎朝正門に立ち、登
校してくる生徒に声かけ

•アセスメントや模試の活用　生徒の学力・学習状
況を定期的に把握するため、アセスメントや模試を
活用し、１・２年生への進路指導を強化

•「枚
ひら

高
こう

マップ」「教科スタンダード」　「大学入学共
通テスト（仮称）」への対応として、３年間の指導を
可視化し、教師の目線合わせを徹底

•授業改善　ＩＣＴの活用を推進し、アクティブ・ラー
ニングを充実

•生徒の生活態度や学びに向かう姿勢が改善され、
地域から評価される学校へ

•生徒の進路意識が向上し、志望校決定時期が早期化した

• 教師の連携が強化され、指導方針の統一が進展
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落
ち
着
い
て
き
た
。
生
徒
部
長
の
藤
本
信
吾
先
生
は
、

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
教
師
が
生
徒
の
変
化
を
実
感
し
た
こ
と
で
、
生

徒
部
以
外
の
教
師
も
進
ん
で
正
門
に
立
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
提
出
物
に
も
統
一
し
た
方
針
を
設
け
て

指
導
し
始
め
る
な
ど
、
教
師
間
で
力
を
合
わ
せ
よ
う

と
い
う
雰
囲
気
が
強
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、
部
活
動
の
活
性
化
も
目
指
し
、
生
徒
の
参
加

を
奨
励
し
た
。
部
活
動
の
実
績
向
上
も
追
い
風
と
な
り
、

以
前
は
６
割
に
満
た
な
か
っ
た
加
入
率
が
、
数
年
後
に

は
７
割
以
上
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
上
級
生
の

生
活
態
度
を
見
習
う
下
級
生
が
増
え
、
規
律
の
あ
る
学

校
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
生
徒
の
中
に
、
学
校
中
心
の
生
活
を
大
切
に
す

る
意
識
が
根
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。
教
師
間
の
連
携

も
進
み
、
全
校
を
挙
げ
て
指
導
を
見
直
し
て
い
く
環

境
が
整
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
藤
本
先
生
）

　

次
に
強
化
し
た
の
は
、
生
徒
の
実
態
把
握
だ
。
学
力

や
進
路
意
識
の
変
化
を
客
観
的
な
指
標
で
測
ろ
う
と
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
模
試
の
活
用
を
工
夫
し
、
特
に
１
・

２
年
生
へ
の
指
導
を
重
視
す
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
の
結
果
を
実

施
回
ご
と
に
分
析
し
て
、
改
善
点
を
洗
い
出
し
、
指
導

に
反
映
さ
せ
た
。
１
年
生
で
は
学
習
状
況
の
把
握
に
力

を
入
れ
、
平
日
60
分
間
の
家
庭
学
習
時
間
を
目
指
し
た
。

進
路
指
導
主
事
の
富
田
哲
司
先
生
は
、
こ
う
述
べ
る
。

　「
学
習
習
慣
は
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
か
ら
、
低
学
年
の
う
ち
に
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
通

し
て
実
態
を
定
期
的
に
把
握
し
、
課
題
の
あ
る
生
徒

に
は
日
頃
の
声
か
け
や
面
談
な
ど
で
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
」

　

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
１
）
は
全
校
共
通
の
学
力
指
標
と
し
、

２
年
生
で
は
「
半
数
以
上
の
生
徒
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
Ｂ
２
以

上
に
す
る
」
と
い
っ
た
到
達
目
標
を
掲
げ
た
。

　

進
路
へ
の
意
識
づ
け
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
り
、
大
学

進
学
希
望
者
に
は
全
学
年
で
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
研
模
試
」

を
受
験
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
模
試
の
受
験
日
と

部
活
動
の
練
習
や
試
合
が
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
う
ま

く
調
整
す
る
よ
う
に
部
活
動
の
顧
問
か
ら
生
徒
に
呼
び

か
け
る
。
首
席
で
保
健
主
事
の
前ま

え

出で

和
彦
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
部
活
動
の
顧
問
に
は
、
学
年
主
任
や
分
掌
長
を

兼
務
し
て
い
る
教
師
も
い
ま
す
。
模
試
と
調
整
す
る

方
針
は
、
複
数
の
顧
問
か
ら
の
提
案
で
し
た
。
生
徒

の
学
力
向
上
を
目
指
し
、
部
活
動
で
も
協
力
体
制
を

強
化
し
よ
う
と
い
う
意
思
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

受
験
後
に
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
年
集
会
の
時
間

な
ど
を
中
心
に
、
振
り
返
り
を
行
う
。
以
前
は
事
後
指

導
の
時
間
確
保
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
に
課
題
意
識
を
抱
く
教
師
が
増
え
て
い
き
、
次
第
に

充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
卒
業
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
模
試
を
受
験
し
た
効
果
と
し
て
、「
入
試
を
想

定
し
た
時
間
配
分
の
練
習
に
な
っ
た
」「
志
望
校
選
び

の
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
生
徒
が

う
ま
く
模
試
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
学
入
試
改
革
へ
の
対
応
も
最
重
要
課
題
と
位
置
づ

け
、現
在
で
は
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）」（
以

下
、
同
テ
ス
ト
）
に
向
け
た
教
師
の
目
線
合
わ
せ
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
主
導
し
て
い
る
の
は
、「
将
来
構
想

委
員
会
」
だ
。
元
々
は
国
際
教
養
科
の
特
色
化
を
目
指

し
て
設
け
ら
れ
た
会
議
体
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
学
校

＊１　学習到達ゾーンのこと。ベネッセのテストにおける共通の学力評価指標。「S １」〜「D ３」の 15 段階がある。

生
徒
の
学
力
・
学
習
状
況
を
把
握
し
、

進
路
へ
の
意
識
づ
け
を
重
ね
る

３
年
間
の
指
導
の
流
れ
を
可
視
化
し
、

教
師
の
目
線
合
わ
せ
を
徹
底

大
阪
府
立
枚
方
高
校

東
　

大
介
　
あ
ず
ま
・
だ
い
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
将
来
構

想
委
員
会
委
員
長
。「
生
徒
に
と
っ
て
充
実
し
た
３

年
間
に
な
る
よ
う
指
導
を
工
夫
し
た
い
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

藤
本
信
吾
　
ふ
じ
も
と
・
し
ん
ご

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
生
徒
部

長
。「
い
つ
も
若
い
気
持
ち
で
生
徒
と
接
す
る
よ
う

心
が
け
て
い
る
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

富
田
哲
司
　
と
み
た
・
て
つ
じ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。「
小
さ
な
『
疑
問
』
や
『
気
づ
き
』
が
生

ま
れ
る
授
業
を
心
が
け
る
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校

前
出
和
彦
　
ま
え
で
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
首
席
。

保
健
主
事
。「
奇
跡
を
願
う
よ
り
、
努
力
の
軌
跡
を

残
す
」

大
阪
府
立
枚
方
高
校
校
長

松
浦
正
明
　
ま
つ
う
ら
・
ま
さ
あ
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。「
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
成
長
さ
せ
、
将
来
の
夢
に
近
づ
く
よ

う
導
い
て
い
き
た
い
」
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全
体
の
指
導
を
検
討
す
る
場
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

松
浦
正
明
校
長
は
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
同
テ
ス
ト
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
次
第
、
全

教
師
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
対
策
を
立
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
若
手
教
師
を
中
心
に
７
〜
８

人
に
委
員
を
任
せ
、
今
の
う
ち
か
ら
指
導
を
絶
え
ず

点
検
・
改
善
で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

例
え
ば
、
15
年
度
に
完
成
し
た
「
枚ひ

ら

高こ
う

マ
ッ
プ
」（
図

１
）
に
は
、
３
年
間
に
行
う
学
習
指
導
や
進
路
指
導
、

生
徒
指
導
の
内
容
や
目
的
、
育
て
た
い
生
徒
像
と
の
関

係
性
な
ど
を
図
式
化
し
た
。
そ
の
意
図
を
、
将
来
構
想

委
員
会
委
員
長
の
東

あ
ず
ま

大
介
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
指
導
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
課
題
の

発
見
、
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
事
や
部
活
動
な
ど
も
有
機
的
に
結
び
つ
け
、

本
校
な
ら
で
は
の
教
育
の
充
実
を
図
り
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
を
講
師
と
す
る
全
４
回
の
研
修
会
を
行
っ
た
。
７

割
近
く
の
教
師
が
研
修
会
に
参
加
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の

指
導
に
つ
い
て
、
目
的
や
行
う
べ
き
時
期
な
ど
を
話
し

合
っ
た
り
、
課
題
や
改
善
案
な
ど
を
書
き
出
し
た
り
す

る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
。
将
来
構
想
委
員

会
で
は
、
そ
う
し
て
出
さ
れ
た
様
々
な
意
見
を
集
約
し
、

形
に
し
て
い
っ
た
。
試
案
が
で
き
る
と
、
職
員
会
議
で

改
め
て
検
討
し
、
加
筆
・
修
正
を
経
て
完
成
さ
せ
た
。

　「
意
見
の
す
り
合
わ
せ
を
重
ね
た
こ
と
で
、
ど
の

先
生
に
も
納
得
し
て
も
ら
え
る
も
の
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
学
校
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
も
、
教
科
や

分
掌
の
枠
を
超
え
て
共
通
認
識
が
深
ま
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
」（
東
先
生
）

　

16
年
度
か
ら
は
、
教
科
指
導
の
目
線
合
わ
せ
と
し
て

「
教
科
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。
そ

れ
は
、
各
教
科
・
科
目
の
単
元
ご
と
の
学
習
時
期
、
生

徒
の
到
達
目
標
な
ど
の
一
覧
で
、
教
科
団
が
合
議
し
て

作
成
す
る
。
当
初
は
シ
ラ
バ
ス
の
よ
う
な
詳
細
な
も
の

に
す
る
案
も
あ
っ
た
が
、
教
師
が
状
況
に
応
じ
て
工
夫

で
き
る
よ
う
に
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
示
す
こ

と
に
し
た
。
以
前
は
、
同
じ
教
科
・
科
目
で
も
学
年
に

確かな学力を身につけた生徒
学ぶ喜びの生成

グローバルな視点で考え、行動する生徒
ローカルからグローバルへ

３
年
生

３
月 卒業式

２
月

１
月

学年末考査
センター試験
３学期始業式

12
月

２学期終業式
２学期末考査

１１
月

人権ＨＲ（総括）
進研模試

１０
月

進研模試
進路ＨＲ（入試）
人権ＨＲ
２学期中間考査

９
月

進研模試
センター説明会
指定校決定者説明会
進路ＨＲ（公募入試）
文化祭
２学期始業式

授業を大切に
し、学校で勉
強 するという
意識を崩させ
ない。

受験前講習を活用させる。

進路実現 多様な価値観の形成

限界に挑戦

粘り強く学習

志望校をぐらつかせない
外国語理解の能力

ディベート活動

外国語表現の能力

授業優先の学習の徹底

進
路
実
現

１
年
生

11
月

２学期末考査
人権ＨＲ
進路ＨＲ（入試概要）
科目選択調査
進研模試

10
月

コース選択説明会
２学期中間考査

9
月

文化祭
２学期始業式

８
月

スタディーサポート②
オーストラリア滞在研修
夏休み

７
月

１学期終業式
１学期末考査

６
月

懇談週間
選択科目調査
体育祭

５
月

進路ＨＲ
１学期中間考査
学習ＨＲ

４
月

人権ＨＲ
遠足
スタディーサポート①
新入生歓迎ＯＲ
対面式
入学式

得意科目の養成

基礎学力の診断／
学習習慣の見直し

リスニング力・発音力の強化

多文化共生

英語を恐れない

授業に慣れる

学
習
習
慣
の
定
着

多くの生徒が進学する中で、大学・専門学校というのはどういった
もので、どういった科目が必要なのか、また、どれくらいのお金が
必要であるのかなど、一般的な話をする。その中で、生徒たちに
進学というものをイメージさせ、生徒たちの学習への意欲を高める。

スタディーサポートの結果を基に振り返りシートを作成
し、個別の課題に取り組ませる。

スタディーサポート等を活用し、進
んで学ぶ習慣を身につけさせる。

文系・理系を知り、考えさせる。

夏期講習に積極
的に参加させる。

三者懇談により生徒の状況・
情報を保護者と共有する。

国際教養科は CALL（※１）を使った授業によ
り生徒のリスニング力、発音力を強化させたり、
CLPS（※２）の授業でネイティブによる少人数
展開授業を実施している

ＮＥＴ（※３）の常駐により、常にネイティブの先生と
接する機会を生徒たちに与え、英語をより身近な存
在にさせる。遅刻指導を通して、チャイム即授業

の徹底を図る（学習習慣の定着）。

中学校の勉強から
高校の学習に切り
替えさせる。

「枚高マップ」（抜粋）図１

同校が掲げる３つの生徒像「確かな学力を身につけた生徒」「グローバルな視点で考え、行動する生徒」「豊
かな人間性を持った生徒」に応じて指導を３系統に分類。１年生４月〜３年生３月まで、各時期の指導ポイ
ントを明記している。

※１　「Computer Assisted Language Learning」の略で、コンピューター援助による英語学習。
※２　CL は「CALL」、P は「Pair」、S は「Solo」の略。
※３　大阪府外国語（英語）指導員。

＊学校資料を基に編集部が一部改編
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よ
っ
て
授
業
内
容
や
進
度
に
違
い
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
将
来
構
想
委
員
会
が
作
成
を
提
案
し
た
。
全
体
で

合
意
を
得
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
が
、
粘
り

強
く
協
力
を
お
願
い
し
た
と
い
う
。

　「
先
生
方
の
合
意
が
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
、
取
り

組
み
を
前
に
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

生
徒
の
た
め
に
教
科
指
導
を
体
系
化
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
を
先
生
方
に
直
接
伝
え
、
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
」（
東
先
生
）

　

国
語
・
数
学
・
英
語
で
は
16
年
度
内
に
完
成
さ
せ
て

17
年
度
か
ら
の
活
用
を
、
そ
の
他
の
教
科
で
は
17
年
度

内
に
完
成
さ
せ
て
18
年
度
か
ら
の
活
用
を
予
定
し
て
い

る
。
同
テ
ス
ト
を
見
据
え
た
指
導
方
針
も
明
記
し
て
徹

底
を
図
り
、
例
え
ば
国
語
で
は
、
３
年
間
を
通
し
て
記

述
問
題
対
策
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　「『
書
く
力
』
の
育
成
を
通
し
て
、生
徒
の
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
同
テ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、
現
行
制
度
に
お
け
る
大
学
入
試
に
も
し
っ
か
り

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
富
田
先
生
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
校
で
共
有
し
よ
う
と
、
将
来

構
想
委
員
会
の
委
員
を
始
め
、
若
手
教
師
が
公
開
授
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
当
初
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

戸
惑
っ
て
い
た
教
師
も
、
公
開
授
業
を
見
学
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
次
第
に
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　「
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
る
先
生
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
公
開
授
業

を
通
し
て
機
材
の
操
作
が
簡
単
な
こ
と
に
気
づ
き
、

自
分
に
も
使
え
そ
う
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
を
目
の
あ
た

り
に
し
た
こ
と
も
、
先
生
方
の
意
識
変
化
を
促
し
た

と
思
い
ま
す
」（
前
出
先
生
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
板
書
の
時
間
な
ど
が
効
率

化
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
が
考
え
を
深
め
た
り
、
生
徒

同
士
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る

時
間
を
、
多
く
の
教
師
が
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

後
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
さ
ら
に
推
進
す

る
予
定
だ
。
ベ
テ
ラ
ン
教
師
に
も
公
開
授
業
を
行
う
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
、
前
出
先
生
は
話
す
。

　「
効
果
的
な
発
問
や
生
徒
の
興
味
・
関
心
を
高
め

る
解
説
と
い
っ
た
、
ベ
テ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
指
導
の

コ
ツ
を
、
若
手
の
先
生
に
し
っ
か
り
伝
承
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
授
業
が
よ
り
充
実
し
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
」

　

段
階
的
な
指
導
改
善
の
成
果
は
、
生
徒
の
姿
に
表
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
第
１
志
望
校
を
一
般
入
試
で
受
験

す
る
生
徒
が
増
え
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
生

徒
も
、
資
格
試
験
の
学
習
な
ど
に
自
主
的
に
取
り
組
ん

で
大
学
入
学
後
に
備
え
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
生
徒

の
生
活
態
度
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
地
域
か
ら
の
評
価

も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
中
学
校
を
訪
問
す
る
と
、
先
生
方
か
ら
『
御
校

は
変
わ
り
ま
し
た
ね
』と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

本
校
を
志
望
し
た
理
由
と
し
て
、『
勉
強
も
部
活
動

も
頑
張
り
た
い
か
ら
』
と
答
え
る
新
入
生
が
目
立
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
富
田
先
生
）

　

ま
た
、
16
年
度
卒
業
生
で
は
、
２
年
生
の
う
ち
に
志

望
校
を
決
め
て
い
た
生
徒
が
65
％
い
た
が
、
そ
れ
は
過

年
度
生
に
比
べ
て
約
10
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
で
、
進
路
意

識
の
向
上
が
う
か
が
え
る
。

　
「
枚
高
マ
ッ
プ
」
や
「
教
科
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
に
よ
り
、

教
師
の
目
線
合
わ
せ
も
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
地
歴

公
民
科
で
は
、
以
前
は
担
当
教
師
ご
と
に
定
期
考
査
の

問
題
を
作
成
し
て
い
た
が
、
17
年
度
か
ら
同
学
年
で
は

共
通
問
題
も
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　「
先
生
方
が
話
し
合
っ
た
り
、
教
材
を
共
有
し
た

り
す
る
姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

互
い
の
授
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
け
ば
、
授
業
改

善
の
原
動
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
」（
前
出
先
生
）

　

一
方
で
課
題
と
し
て
、
１
・
２
年
生
に
お
け
る
家
庭

学
習
時
間
の
伸
び
悩
み
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
各

教
科
・
科
目
と
の
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
、
学
習
課
題

の
分
量
や
出
し
方
な
ど
を
工
夫
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

松
浦
校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
本
校
は
、
全
校
を
挙
げ
て
一
歩
ず
つ
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
、
少
し
ず
つ
で
す
が
着
実
に
成
果
を
得

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
目
の
前
の
生
徒
、
そ

し
て
将
来
の
生
徒
の
た
め
に
、
先
生
方
と
し
っ
か
り

力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

大阪府立枚方高校

全
校
を
挙
げ
て
の
指
導
改
善
を

今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い

生
徒
の
生
き
生
き
と
し
た
様
子
が
、

教
師
の
意
識
を
変
え
た
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